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【はじめに】

§ 創　　     立

§ 本店所在地 八戸市大字八日町１８番地

§ 出　 資　 金 ９億１８６万円

§ 会　 員　 数 ２１，７０９名

§ 役 職 員 数 ３１９名

§ 店　 舗　 数 ２４店舗

§ 営 業 地 区 八戸市、十和田市

（旧十和田湖町を除く）、

三沢市、三戸郡、

上北郡おいらせ町、

六戸町

はちしん

平成１８年９月３０日現在
◇八　戸　信　用　金　庫　プ　ロ　フ　ィ　ー　ル

－２－

人口：２４万９千人

大正11年12月27日
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Ⅰ．リスク管理態勢構築とリスクへの対応



１．　リスク管理態勢の構築

１－１　経営・業務改善対応

（１）　システム構築の背景

・早期退職優遇制度の実施による中堅・ベテラン職員の退職が進み、若手職員に対する

　正しい事務処理指導が困難となった。

・全店舗職員に自主検査の重要性・実効性を認識させ、自ら不備の発見・改善し再発防止に

　取組む態勢の構築が必要となった。

・規程・要領・マニュアルの紙ベース運用が規程１２７種類・要領１０４種類で９，０００ページに

　亘る膨大なものとなり、各部店での改廃に伴う差替等の管理に多大な労力が必要となった。

（２）　目　　的

・営業店監査及び監事監査結果等から営業店事務リスクを把握し改善対応できる態勢

 ・全店舗の担当者が、正しい事務処理・対応フローを確認できる態勢

・役席による検証・検印機能に実効性を確保するためのツール及びスキル構築態勢

・経営に影響を与えかねない営業店リスクを全役職員が認識できる態勢

はちしん
－４－



１．　リスク管理態勢の構築

１－２　規程・要領・マニュアル等と業務処理態勢のリンク
◇規程、通達・連絡文書の電子ファイル化 （平成１５年１０月～）

　

　

◇規程の制定・改廃 　

　

　　　
　

はちしん
－５－

理事会承認
　

常務会承認

「紙ベース」

事　務　部

「電子ファイル化」

主　管　部

規程・要領

制定・改廃

○３０分冊
○規程数
　　・基本規程　　　　　　　　　　　５７規程　　２０要領・マニュアル
　　・管理規程　　　　　　　　　　　　４規程　　　４要領・マニュアル
　　・本部系規程　　　　　　　　　　 ５規程　　　３要領・マニュアル
　　・本部系取扱規程　　　　　　 ３７規程　　３６要領・マニュアル
　　・営業店系事務取扱規程　  ２４規程　　３８要領・マニュアル・説明書
　　・推進規程、その他　　　　　　　　　　　　　 ３要領
　　　　　　　　　　　　　　　計　　 １２７　　　　１０４
○通達・業務連絡・事務連絡

主　管　部

規程・要領

制定・改廃

登録・改正等
作業は事務部
で一括集中管
理
　　　　↓
事務の効率化

ネットパソコン上で最新版
規程・要領を参照
　　　　　　　　↓
　　　　事務ミスの防止



２．　リスク管理への取組

２－１　八戸信用金庫内部管理態勢図

「別紙（Ａ３）　参照」

　

はちしん
－６－



２．　リスク管理への取組

２－２　営業店業務リスクへの対応

◇経営陣による当該システムの積極活用推進
＊システム活用推進には、経営陣の関与が不可欠

◇業務処理プロセスの確認態勢
事務リスク管理・事務指導マニュアルをシステムに掲載
＊営業店実務担当者と管理者が同一目線で事務チェック

◇自主検査の重要性・実効性の認識と対応
営業店事務処理

自主検査（自主点検）実施項目チェックポイントをシステム上に公開
＊システムを利用した自主検査を実施

◇事務管理支援態勢（職員への指導徹底）

・各部店ＯＪＴ ・営業店事務管理統括（事務部・事務管理Ｇ）

＊メニュー画面でシステム管理項目を ＊システムを用い営業店事務を専門にケアする女性管理者を配置
　 クリックすることにより、何時でもどの項目 ・営業店へ出向きプロセス指導
　 からでもデータ閲覧可能。 ・正確な事務処理指導、研修

・パソコン操作研修が可能な研修室を設置

＊職員・派遣社員・パート等に対するサポート

はちしん
－７－

通
　
　
達

規程・要領

メニュー画面

自
主
検
査
Ｐ

事務指導Ｍ



はちしん

Ⅱ．リスク対応支援システムの構築

－８－

（はちしんベストサポートシステム）



１．　システムの概要

１－１　ネットワークシステムの整備
○　はちしん専用のネットワーク回線構築と付随する はちしんインラインネットワーク構成図 しんきんｵﾝﾗｲﾝ
　 基礎的環境整備は平成15年4月に完了し、本支店　

ﾊﾟｿｺﾝと事務部ﾊﾟｿｺﾝの情報交換が可能となった。
　

本店営業部
現在の主要設備
○ﾊﾟｿｺﾝ設置台数　　　　約230台 別館 　
○サーバ設置台数　　　　　28台
○ｻｲﾎﾞｳｽﾞ専用サーバ 　  
○しんきんｵﾝﾗｲﾝ専用サーバ 支店
○はちしんベストサポートｼｽﾃﾑ用 支店

パソコン1台　スキャナー他一式  
　

★ ｲﾝﾗｲﾝネットワークの完成と共に、ﾄﾞｷｭﾜｰｸｽ 　

導入が規程・要領の電子化実現の端緒となり、　
今日の「ベストｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ」開発の最大の　 支店
要因となった。 支店

★ネットワーク構築後に導入されたシステム 　
※サイボウズの導入 　
※ドキュワークスの導入（電子文書管理）
※為替集中システムの導入 支店
※印鑑照会システムの導入 支店
※電子文書連絡システム作成

　
★はちしんﾍﾞｽﾄｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑの開発と運用開始 　

支店
支店

　
支店

支店 　 支店

はちしん
－９－

　

 　本　　部
ﾊﾟｿｺﾝ群

サーバ

サーバ

サーバ

サーバ

サーバ

サーバ

サーバ
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サーバ

サーバ

サーバ

サーバ
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ﾎｽﾄ
機
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ﾎﾟｰﾄﾎｽﾄ

しんきん
ｵﾝﾗｲﾝ専
用サーバ

　ｲﾝﾗｲﾝ
専用サーバ

はちしん
　　　　　　事　務　部



１．　システムの概要

１－２　利用ソフト

「はちしんベストサポートシステム」は下記のソフトを使用して　
作成されています。

①　ドキュワークス　　

②　エクセル　　

　 ③　ワード　　

　上記　３つの市販ソフトが標準として持っている基本機能のみを　
使用して安価に開発。

★ 専門的コンピュータ知識がなくても構築でき、多少のパソコン知識を持てば　
将来とも維持管理が可能である。

　 　

はちしん
－１０－



２．　システム機能

２－１　システムメニュー ★はちしんベストサポートシステム内で稼動する主なメニューは下図の通り。

① 日本銀行歳入代理店事務メニュー ② 規程検索一覧表　 ③④⑤
　

⑦-1 帳票類・保存期間等検索メニュー

⑥ 店内自主検査メニュー

⑦-2 保存・帳票類管理一覧表メニュー

⑧ 電子様式集メニュー

はちしん－１１－

事務リスク ・事務管理ﾏﾆｭｱﾙ　



　

はちしん

Ⅲ．金融庁検査評定制度に係る自己評定態勢の構築

－１２－



１．　自己評定態勢

１－１　当金庫の自己評定態勢 Ｈ１８．６

（１）　組織の整備

◇内部統制担当理事　　理事長特命　　　新設

・自己評定の実施（評定人）

・財務諸表の正確性検証

◇管理部門強化　　担当理事設置

・リスク統括部　　・融資管理部　　・資産査定部

◇リスク統括部　　　強化

・自己評定制度の構築・整備

◇内部監査室　　　 拡充

・業務検証グループと業務監査グループの２グループ制に変更

・４名　⇒　　７名に増員

はちしん
－１３－



１．　自己評定態勢

（２）　規程・要領の制定、整備及び発信文書の管理

◇リスク対応支援システム（はちしんベストサポートシステム）を整備する過程で

　 規程・要領等を見直し電子ファイル化。

◇各種発信文書（通達・連絡）は別システムで電子ファイル化。

（３）　自己評定の実施（金融庁検査評定制度に対応）

◇システム上で規程及び発信文書での周知内容を確認し、事実に基づき

　 チェック項目の評定を実施。

・評定項目数　Ｈ１８．９末現在　５１３項目

（４）　Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａサイクル

評定結果（問題・課題） 改善策の実施 改善対応検証 再評定

はちしん
－１４－



　

メニューに戻る
メニューに戻る

①監査命令書発出
　

⑦営業店・本部各部署の
　 改善状況の実行性検証し
 　直接報告 　

Ｈ１８．６で分割 　
①　評定結果報告

　③監査結果は示達報告会 財務諸表の正確性報告
　　で報告 ＊はちしんベストサポ 　
　　（出席者） 　ートシステムに収録

　常務理事以上 　 している規程・要領・
・自己査定の正確性検証 ・営業店監査 　当該営業店長 　 　 マニュアル等を根拠
・償却・引当金の正確性検証 ・本部監査 　 として評定
・預金保険料の正確性検証 ・特定監査（項目を特定）
・金融庁検査、日銀考査での ・フォローアップ監査 ＊評定基準 　 経 営 企 画 部
　指摘事項の改善状況検証 　・組織
・監事、会計監査人監査での 　・規程等の整備と遵守
　指摘事項の改善状況検証 　・ガバナンスの指示態勢
・不祥事件再発防止策の 　自主検査 　・役員の業務執行状況 　評定基準
　遵守状況の検証 　 　・報告態勢と実効 　 
・金融評定制度に伴う 　・営業店コントロール 　 
　改善状況の検証 ④・内部監査室の監査結果に はちしん ＊評定手法

　　 基づくリスクウェート毎の ベストサポートシステム・ホスト機 　・規程、要領の制定・改廃 □規程・要領の改正状況
　   指摘事項情報提供 ＊利用ソフト 　・監督官庁の発出文書
　 ・監査結果 　・ドキュワークス 　・理事長通達、事務連絡、業務連絡

②総合検査(プロセス) 　   情報交換会 　・エクセル
　 特定監査 　　 　・ワード
　 フォローアップ監査 　

⑥各事項の ④指摘事項に対する
　 実効性検証に 　 改善対応指示
　 出動  

⑤各部室店  
　 改善対応策
　 提出

(管轄) ・リスク統括部 ・融資管理部 ・資産査定部

＊評定結果に基づく改善策の
　 進捗については、リスク統括部

  ・コンプライアンス、リスク管理 　 が項目毎に一覧表の遷表管理
②評定結果に伴う   ・個人情報保護の統括管理 　 を実施し、「評定人」へ報告。
　「指示書」により   ・自己評定制度の構築・整備

【はちしんベストサポートシステムを 　改善命令を発出     (中項目数 100  小項目数 510)
 利用し営業店業務に反映】   ｵﾝﾗｲﾝ業務等管理 為替・公金・自振等 ○評定制度のチェック項目
□事務管理の正確性確認 項　目 　 の見直
□自主検査ポイント確認 ポイント ○評定結果に基づく改善

電子ﾌﾟﾘﾝﾀ □規程・要領の改正ポイント確認等改正内容 　 対応策の管理
□電子様式集より都度必要帳票を様式ﾒﾆｭｰ （事務局）
　　印刷使用する。 ・規程・要領・マニュアルの   ・リスク管理担当者会議

　　　　改廃・整備管理   ・コンプライアンス委員会
・④の事項に基づき、営業店に ・システムの機能開発・改良・   ・個人情報保護管理委員会
　対する直接事務指導 　追加等メンテナンス

＊メニュー画面でシステム管理項目 ・正確な事務処理研修等
　をクリックすることにより 　 内部監査室の指摘事項提供を受け、 ④　改善対応策を ③　評定結果Ｃ・Ｄ評価毎の  
　何時でもどの項目からでも 各種･手引書活用 「営業店事務リスク管理・指導 事務指導マニュアル 　　 作成・提出 　　 改善対応策四段表発出
　データ閲覧可能。 マニュアル」に常時追加反映

　
＊はちしん･ベストサポートシステム管理項目
① 日銀歳入代理店事務取扱い関係

⑧直接出向き ② 規程・要領・マニュアルの制定・改廃管理
　 プロセス指導を実施 ③ 営業店事務リスク管理（事務管理マニュアル)

④ 事務リスクウェート毎のチェック管理項目等を明示。 科目ごとチェック管理項目 期限付きで改善対応策を実行

⑤ 営業店長含む幹部職の基本職務と報告類管理
⑥ 自主検査実施管理 評定改善策と対応結果報告書(記入例）..doc

⑦ 文書保存管理（全通達・連絡文書、個人情報を含む全帳票等の管理）
⑧ 電子帳票管理

メニューに戻る

「別　　　紙」 ２．リスク管理への取組　　 ２－１　八　戸　信　用　金　庫　内　部　管　理　態　勢　図　（自己評定・内部監査・リスク管理・事務管理） 八戸信用金庫

理　　事　　会 評定結果
内　部　監　査　室

評定結果報告（５月・１１月）

自己評定 財務諸表の正確性検証

業務検証Ｇ 監
査
・
検
証
情
報
交
換

業務監査Ｇ

理　　事　　長

常　　務　　会
   本　部　各　部

事　　務　　部

リ　ス　ク　統　括　部
⑤改善経過報告

本　部　・　営　業　店

事務管理Ｇ システムＧ 事務集中Ｇ
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